
資料１ 

 

都市計画提案制度に基づく提案案件の審議経過と本日の協議事項 

 

 

１ 前回審議会の概要 

前回の都市計画審議会では、都市計画法第２１条の２に基づく都市計画の提

案について、制度の概要、提案内容及びこれに対する町の基本的な考え方を説

明しました。 

 

対象案件は、次の２案件です。 

 

・北町３丁目地区 

工業地域から準工業地域への変更提案 

 

・花園５丁目地区 

第一種低層住居専用地域から第一種住居地域への変更提案 

 

前回は、いずれの案件についても、提案制度の仕組み、現行用途地域の内 

容、提案の概要及びこれに対する町の考え方を示した上で、今後の手続の流れ

について説明を行いました。 

 

２ 前回審議会で出された主な意見 

前回審議会では、主に次のような意見が出されました。 

 

（１）共通事項 

・ 今回の説明のみでは、用途地域の見直しの適否を判断するには情報が 

十分とはいえない。 

・ 都市計画としての公益性、一般性及び上位計画との整合性を丁寧に整 

理する必要がある。 

・ 今後、どのような手順で審議を進め、どの段階で何を判断するのかを 

明確に示す必要がある。 

 

（２） 北町３丁目地区関係 

・ 個別の事業計画のみを前提として用途地域を変更するように見える点 

について慎重な整理が必要である。 

・ 提案により見込まれる効果だけでなく、既存事業者、周辺土地利用、 

交通及び生活環境への影響も含めて整理が必要である。 

・ 区域設定の考え方、マスタープランとの関係、今後の土地利用の方向 

性について、町の考え方をより明確に示す必要がある。 



・ 事業主体、事業内容、実現性等について、より具体的な情報が必要で 

ある。 

 

（３） 花園５丁目地区関係 

・ 現況と現行用途地域との関係を踏まえ、なぜ見直しが必要なのかを改 

めて整理する必要がある。 

・ 北町３丁目地区とは論点の性質が異なることから、案件ごとに分けて 

整理した方が理解しやすい。 

 

３ 前回審議会を踏まえた町の整理方針 

町としては、前回審議会での意見を踏まえ、次の考え方により資料を再整理

しました。 

 

（１）前回よりも案件ごとの整理を明確にする 

前回は、制度説明、提案内容、町の考え方を一連で説明しましたが、今

回は、前回審議会での意見を踏まえ、北町３丁目地区と花園５丁目地区を

それぞれ分けて整理し、案件ごとの論点が明確となるよう資料構成を見直

しました。 

 

（２）個別事業の説明に偏らず、都市計画上の整理が重要である 

今回の整理に当たっては、個別の事業内容のみを前提とするのではな 

く、現行用途地域の位置づけ、現況土地利用、周辺環境との関係、上位計

画との整合性、将来の土地利用の方向性など、都市計画上の観点から整理

することを基本としました。 

 

（３）今後の手続と検討段階を明確にする 

今回は、用途地域の変更を決定する段階ではなく、町としての現時点の

考え方及び今後の検討の進め方について協議いただく段階として整理して

います。 

このため、今回の協議結果を踏まえ、必要な資料及び論点の整理を行っ

た上で、予備審査に向けた準備を進めることを想定しています。 

 

４ 本日説明する内容 

本日は、前回審議会における意見を踏まえ、次の事項について説明します。 

 

資料２ 北町３丁目地区に係る土地利用構想及び用途地域見直しの考え方 

資料３ 花園５丁目地区に係る用途地域見直しの考え方 

資料４ 今後、予備審査に向けて整理すべき事項及び検討の進め方 


